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全
日
本
仏
教
会
は
、
今
年
、
財
団
法
人
に
な
っ
て

四
〇
年
目
を
迎
え
る
。
昨
年
秋
か
ら
、
こ
れ
に
関
す

る
記
念
事
業
が
検
討
さ
れ
て
き
た
が
、
去
る
一
月
二

九
日
の
理
事
会
・
評
議
員
会
を
経
て
、
次
の
よ
う
な

「
財
団
創
立
四
〇
周
年
記
念
事
業
並
び
に
第
三
七
回

全
日
本
仏
教
徒
会
議
」
の
大
綱
が
決
定
さ
れ
、
実
施

の
た
め
の
運
営
委
員
会
が
設
置
さ
れ
た
。

◎
期
日

◎
会
場

◎
主
催

◎
予
算

◎
事
業

平
成
九
年
一
〇
月
一
六
日
（
木
）

兵
庫
県
立
文
化
体
育
館
（
神
戸
市
）

全
日
本
仏
教
会

約
二
一
○
○
万
円

阪
神
・
淡
路
大
震
災
物
故
者
追
悼
法
要
、

記
念
式
典
（
講
演
、
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
、

清
興
）
、
墨
蹟
展
、
記
念
誌
出
版
、
慰

霊
追
悼
碑
建
立
、
等
々

◎
開
催
主
旨

　
全
日
本
仏
教
会
は
一
九
五
七
（
昭
和
三
二
）
年
、

財
団
法
人
と
し
て
発
足
し
、
伝
統
仏
教
の
主
要
な
六

〇
宗
派
、
都
道
府
県
仏
教
会
、
各
種
団
体
を
網
羅
し

て
、
仏
陀
の
和
の
精
神
を
基
調
と
す
る
、
全
一
仏
教

運
動
を
展
開
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。
戦
後
社
会
に
お

け
る
、
急
激
な
科
学
技
術
の
進
展
に
よ
っ
て
、
人
々

は
物
質
的
な
豊
か
さ
と
平
和
を
享
受
し
、
繁
栄
が
あ

た
か
も
永
遠
に
続
く
か
の
よ
う
な
錯
覚
に
陥
っ
て
お

り
ま
し
た
。
し
か
し
、
一
昨
年
の
阪
神
・
淡
路
大
震

災
は
、
そ
う
し
た
夢
を
、
無
残
に
も
打
ち
壊
し
た
の

で
す
。
現
代
都
市
文
明
の
象
徴
と
も
い
う
べ
き
高
速

道
路
や
ビ
ル
が
、
一
瞬
に
し
て
崩
壊
し
、
多
数
の
尊

い
人
命
が
失
わ
れ
ま
し
た
。
誰
も
予
期
し
得
な
か
っ

た
自
然
災
害
の
前
で
、
人
の
命
の
危
う
さ
、
明
日
の

世
の
不
確
か
さ
と
い
う
、
娑
婆
世
界
の
実
相
が
明
ら

か
に
な
り
ま
し
た
。
私
た
ち
は
「
常
あ
る
も
の
無
し
」

と
い
う
釈
尊
の
み
教
え
が
真
実
で
あ
る
こ
と
を
、
再

び
説
き
示
さ
れ
た
の
で
す
。
一
方
、
被
災
地
で
は
、

多
く
の
仏
教
関
係
者
が
、
震
災
直
後
か
ら
自
主
的
・

主
体
的
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
救
援
活
動
に
取
り

組
み
始
め
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
仏
教
に
お
け
る
慈
悲

の
精
神
が
具
現
化
し
た
菩
薩
行
と
い
え
ま
し
ょ
う
。

こ
う
し
た
活
動
の
背
景
に
は
、
以
前
か
ち
さ
ま
ざ
ま

な
形
で
、
海
外
援
助
活
動
等
を
行
っ
て
来
た
仏
教
系

諸
団
体
の
経
験
と
実
績
が
あ
り
ま
す
。
さ
て
今
日
、

一
般
社
会
の
仏
教
教
団
を
見
る
目
に
は
、
大
変
厳
し

一2一
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い
も
の
が
あ
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
伝
統
仏

教
が
今
の
世
に
、
生
き
生
き
と
再
生
す
る
た
め
に
は
、

私
た
ち
自
身
が
、
何
を
求
め
ら
れ
て
い
る
の
か
、
も

う
一
度
顧
み
な
く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。
そ
う
し
た
時
、

救
援
活
動
の
積
極
的
な
推
進
が
、
欠
く
こ
と
が
出
来

な
い
こ
と
に
気
づ
か
さ
れ
ま
す
。
本
会
は
、
ま
も
な

く
財
団
創
立
四
〇
年
の
節
目
を
迎
え
、
こ
れ
を
記
念

し
て
第
三
七
回
全
日
本
仏
教
徒
会
議
を
開
催
し
ま
す
。

記
念
大
会
に
お
い
て
は
、
阪
神
・
淡
路
大
震
災
に
よ

っ
て
明
ら
か
に
さ
れ
た
、
近
代
文
明
の
危
う
さ
、
生

死
の
無
常
を
深
く
心
に
留
め
る
と
同
時
に
、
「
慈
悲第2回運営委員会（3月3日．於明照会館）

の
実
践
」
と
し
て
の
仏
教
救
援
活
動
を
積
極
的
に
展

開
す
る
よ
う
、
広
く
訴
え
て
い
き
た
い
と
存
じ
ま
す
。

◎
運
営
委
員
会

　
別
記
の
十
九
名
で
構
成
さ
れ
、
こ
れ
ま
で
に
二
回

開
催
さ
れ
た
。
委
員
長
は
小
林
照
二
道
、
副
委
員
長

は
白
川
謙
敬
、
市
村
隆
玄
の
曲
師
。

運

営

委

員

洞
外
文
隆
（
曹
洞
宗
）

北
島
経
昭
（
浄
土
真
宗
本
願
寺
派
）

岡
川
秀
映
（
真
宗
大
谷
派
）

近
藤
正
也
（
浄
土
宗
）

渡
邉
清
明
（
日
蓮
宗
）

田
岡
照
遍
（
高
野
山
真
言
宗
）

羽
賀
文
圭
（
臨
済
宗
妙
心
寺
派
）

山
田
俊
和
（
天
台
宗
）

小
林
照
宥
（
真
言
宗
智
山
派
）

浅
井
侃
雄
（
真
言
宗
豊
山
派
）

白
川
謙
敬
（
東
京
都
仏
教
連
合
会
）

増
田
貞
圓
（
大
阪
府
仏
教
会
）

市
村
隆
玄
（
兵
庫
県
仏
教
会
）

林
恵
智
子
（
全
日
本
仏
教
婦
人
連
盟
）

水
谷
栄
寛
（
全
日
本
仏
教
青
年
会
）

逸
見
道
郎
（
国
際
仏
教
興
隆
協
会
）

村
田
俊
明
（
神
戸
市
仏
教
連
合
会
）

有
馬
実
成
（
曹
洞
宗
国
際
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
会
）

藤
原
栄
善
（
高
野
山
真
言
宗
青
年
教
師
会
）

花まうり羅
灘
。
　

O
　
　
　
　
O

本会ではご覧のポスターを頒布しております。明るい春

の野に静かに立って、天と地を指すお釈迦さまのお姿は、

見る人のこころに安らぎを与えることと思います。地域

仏教会、幼稚園・保育園などで広くご利用ください。

　◎タテ75c皿×ヨコ52cm　◎多色刷

　◎1枚100円（送料実費ご負担ください）
　◎なるべく早目にお申し込みください。間際のお申し

　　込みですと4月8日に間に合わないことがあります。

全日本仏教会花まつりポスター係
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一、

S
日
仏
の
要
望
と
そ
れ
に
対
す
る
回
答

　
平
成
入
歯
＝
月
一
日
置
で
、
（
財
）
全
日
本
仏
教

会
は
、
白
幡
憲
佑
理
事
長
名
で
自
由
民
主
党
の
政
務

調
査
会
と
組
織
広
報
本
部
に
対
し
、
次
の
四
点
に
わ

た
る
要
望
書
を
提
出
し
た
。

　
①
収
益
事
業
を
営
ま
な
い
公
益
法
人
等
の
収
支
計

算
書
提
出
制
度
の
廃
止
。

　
②
公
益
法
人
等
の
預
貯
金
等
よ
り
生
ず
る
果
実
に

対
す
る
非
課
税
制
度
の
堅
持
。

　
③
公
益
法
人
等
の
営
む
収
益
事
業
の
範
囲
の
不
拡

大
。　
④
公
益
法
人
等
の
営
む
収
益
事
業
に
対
す
る
法
人

税
率
等
の
引
き
下
げ
及
び
損
金
算
入
限
度
額
の
引
き

上
げ
。

　
同
じ
も
の
が
同
じ
与
党
で
あ
る
新
党
さ
き
が
け
に

＝
月
入
日
付
で
、
社
民
党
に
は
一
一
月
＝
二
日
付

で
そ
れ
ぞ
れ
提
出
さ
れ
た
。

　
こ
れ
に
対
し
自
由
民
主
党
は
、
団
体
総
局
長
と
女

性
・
社
会
教
育
・
宗
教
関
係
団
体
委
員
会
長
と
の
連

名
で
、
平
成
九
年
度
税
制
改
正
結
果
に
つ
い
て
、
つ

ぎ
の
よ
う
に
報
告
し
て
き
た
。

①
に
対
し
て
は
不
可
。

②
に
対
し
て
は
維
持
す
る
。

③
に
つ
い
て
は
触
れ
ら
れ
て
い
な
い
が
、
平
成
九
年

度
の
税
制
改
正
大
綱
で
は
要
求
が
と
お
っ
た
形
で
あ

る
。
④
に
対
し
て
は
不
可
。

　
尚
①
に
関
連
し
て
、
宗
教
法
人
に
つ
い
て
税
務
署

へ
の
収
支
計
算
書
の
提
出
を
要
し
な
い
範
囲
を
、
現

行
の
五
〇
〇
〇
万
円
以
下
を
改
め
入
○
○
○
万
円
以

下
と
し
た
（
政
令
に
よ
り
平
成
九
年
一
月
一
日
施
行
）
。

二
、
収
支
計
算
書
の
税
務
署
へ
の
提
出
制
度
に
つ
い

　
て
　
こ
の
制
度
は
平
成
七
年
一
二
月
一
五
日
の
政
府
税

調
の
答
申
で
出
さ
れ
た
も
の
で
、
こ
の
と
き
に
は
五

〇
〇
〇
万
円
以
下
の
年
間
収
入
の
あ
る
公
益
法
人
は
、

提
出
を
免
除
さ
れ
て
い
た
。
こ
の
五
〇
〇
〇
万
円
以

下
と
い
う
数
字
は
、
同
じ
平
成
七
年
一
二
月
一
五
日

に
公
布
さ
れ
た
改
正
宗
教
法
人
法
で
、
収
支
計
算
書

の
作
成
義
務
が
免
除
さ
れ
る
宗
教
法
人
が
年
間
収
入

五
〇
〇
〇
万
円
以
下
と
い
う
、
政
府
与
党
三
党
（
自

由
民
主
党
・
日
本
社
会
党
・
新
党
さ
き
が
け
）
の
合

意
と
一
致
し
て
い
た
。

　
と
こ
ろ
が
後
者
は
平
成
朧
朧
四
月
二
六
日
の
宗
教

法
人
審
議
会
で
の
結
果
を
踏
ま
え
、
年
間
収
入
入
○

○
○
万
円
以
下
に
引
き
上
げ
ら
れ
て
し
ま
っ
た
。
そ

の
結
果
、
税
法
と
宗
教
法
人
法
に
不
整
合
が
生
ま
れ

て
し
ま
っ
た
の
で
あ
る
。

　
当
時
の
亀
井
静
香
組
織
広
報
本
部
長
は
白
幡
理
事

長
に
収
支
計
算
書
の
税
務
署
へ
の
提
出
制
度
そ
の
も

の
を
検
討
し
直
す
と
約
束
を
し
た
の
で
あ
る
が
（
全

仏
誌
第
四
二
一
号
参
照
）
、
提
出
制
度
そ
の
も
の
の

廃
止
に
は
至
ら
ず
、
宗
教
法
人
に
対
し
て
、
宗
教
法

人
法
上
の
収
支
計
算
書
免
除
基
準
に
合
わ
せ
て
税
法

上
も
入
○
○
○
万
円
以
下
と
す
る
に
と
ど
ま
っ
た
。

　
こ
の
制
度
に
対
し
て
は
、
④
免
税
制
度
で
は
な
く

非
課
税
制
を
取
る
現
行
公
益
法
人
税
制
と
相
容
れ
な

い
と
か
、
◎
申
告
義
務
の
な
い
法
人
に
収
支
計
算
書

の
提
出
義
務
を
課
す
の
は
申
告
納
税
制
度
に
矛
盾
す

る
と
か
、
㊦
税
務
署
が
収
支
計
算
書
を
チ
ェ
ッ
ク
す

る
こ
と
は
宗
教
活
動
自
体
を
国
家
が
検
討
の
対
象
に

す
る
こ
と
で
憲
法
の
趣
旨
に
反
す
る
と
か
い
っ
た
批

判
が
あ
る
。

　
こ
れ
に
対
し
、
大
蔵
省
主
税
局
長
は
、
㊥
こ
の
制

度
は
公
益
法
人
課
税
の
適
正
化
を
図
る
た
め
の
も
の

（
筆
者
注
、
収
益
事
業
を
や
っ
て
い
な
い
と
思
っ
て

申
告
し
な
い
法
人
で
あ
っ
て
も
、
収
益
事
業
収
入
が

一4一
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長谷川正浩弁護士

あ
る
か
も
知
れ
な
い
か
ら
そ
れ
を
検
討
す
る
た
め
）

で
あ
る
。
㊥
憲
法
上
の
問
題
に
つ
い
て
は
、
（
労
働

組
合
の
労
働
基
本
権
、
団
結
権
に
関
連
し
て
）
公
益

法
人
等
に
つ
い
て
は
特
典
が
あ
る
か
ら
、
特
典
を
も

っ
て
い
る
公
益
法
人
に
収
支
計
算
書
を
提
出
さ
せ
て

も
憲
法
に
違
反
す
る
と
は
考
え
て
い
な
い
と
、
平
成

堅
田
三
月
二
十
一
日
の
参
議
院
の
予
算
委
員
会
で
答

弁
し
て
い
る
。

　
収
益
事
業
を
行
っ
て
い
る
公
益
法
人
は
、
法
人
税

の
申
告
の
際
、
公
益
活
動
部
門
の
収
支
計
算
一
等
も

添
付
す
る
こ
と
と
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
は
通
達
で

あ
る
か
ら
（
法
人
税
基
本
通
達
一
五
i
二
一
一
四
）
、

納
税
者
を
拘
束
し
な
い
。
従
っ
て
収
益
事
業
を
行
っ

て
い
て
も
公
益
法
人
は
公
益
部
門
の
収
支
計
算
書
を

提
出
す
る
法
的
義
務
を
負
わ
な
い
。
し
か
し
年
間
収

入
五
〇
〇
〇
万
円
（
宗
教
法
人
は
入
○
○
○
万
円
）

を
超
え
る
公
益
法
人
が
収
支
計
算
書
を
提
出
す
る
義

務
が
あ
る
と
さ
れ
て
い
る
の
は
租
税
特
別
措
置
法

（
第
六
入
条
の
六
）
と
い
う
法
律
で
あ
る
か
ら
納
税

者
は
こ
れ
に
拘
束
さ
れ
る
。
収
益
事
業
を
し
て
い
る

公
益
法
人
は
収
支
計
算
書
の
提
出
が
自
由
で
あ
り
、

一
定
額
の
年
間
収
入
が
あ
る
公
益
法
人
は
収
益
事
業

を
や
っ
て
い
な
く
て
も
収
支
計
算
書
を
提
出
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
の
は
い
か
に
も
お
か
し
い
。

三
、
公
益
法
人
税
制
に
つ
い
て
今
後
の
見
と
お
し

　
各
年
度
に
お
け
る
与
党
の
税
制
改
正
大
綱
に
よ
れ

ば
公
益
法
人
税
制
に
関
し
て
次
の
よ
う
な
記
載
が
あ

る
。①
「
活
動
実
態
を
み
る
と
事
業
運
営
、
内
部
監
査
体

制
、
財
務
内
容
等
が
不
適
切
…
早
急
に
そ
の
活
動
実

態
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
…
。
」
「
公
益
法
人
等
の
課

税
の
適
正
化
を
図
る
た
め
、
軽
減
税
率
、
収
益
事
業

の
範
囲
、
金
融
収
益
に
対
す
る
課
税
の
あ
り
方
、
収

支
報
告
の
義
務
付
け
範
囲
の
拡
大
等
に
つ
い
て
、
…

そ
の
他
の
軽
減
税
率
の
あ
り
方
に
つ
い
て
も
引
き
続

き
検
討
を
進
め
る
。
」
（
平
成
六
年
一
二
月
置
自
民
党
、

社
会
党
、
さ
き
が
け
の
大
綱
）

⑪
「
公
益
法
人
…
の
軽
減
税
率
に
つ
い
て
は
…
基
本

税
率
と
の
格
差
を
縮
小
す
る
方
向
で
検
討
を
進
め

る
」
（
平
成
七
年
一
二
月
、
前
三
党
の
大
綱
）

⑯
「
公
益
法
人
等
に
対
す
る
課
税
の
あ
り
方
に
つ
い

て
は
、
事
業
活
動
等
を
踏
ま
え
、
引
き
続
き
検
討
す

る
。
」
（
平
成
入
年
一
二
月
、
自
由
民
主
党
の
大
綱
）

　
こ
の
よ
う
な
大
綱
の
流
れ
を
み
る
に
全
日
本
仏
教

会
の
要
望
が
と
お
る
こ
と
は
誠
に
厳
し
い
と
い
わ
ね

ば
な
ら
な
い
。
要
望
書
に
お
け
る
①
②
③
④
に
対
す

る
見
と
お
し
を
明
る
く
す
る
為
に
は
相
当
の
努
力
を

要
す
る
。

　
橋
本
内
閣
は
増
税
な
き
財
政
再
建
を
決
意
し
て
そ

れ
を
実
行
し
よ
う
と
し
て
い
る
（
日
経
九
、
二
、
二

七
）
こ
れ
が
平
成
一
〇
年
度
の
政
府
税
調
の
答
申
や

与
党
の
改
正
大
綱
に
ど
の
よ
う
に
影
響
さ
れ
る
か
、

興
味
の
あ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　　　
全
日
本
仏
教
会
で
は
、
左
記
の
要
領
で
、
長
谷
川
正
浩
弁
護
士
に
よ
る
無
料
法
律
相
談
室
を
開
設

し
て
い
ま
す
。
相
談
内
容
は
、
寺
院
運
営
を
め
ぐ
る
諸
問
題
、
税
務
、
一
般
民
事
等
、
ご
自
由
で
す

が
、
現
在
、
宗
教
法
人
法
の
改
正
に
伴
い
、
相
談
件
数
が
増
え
て
い
ま
す
。
相
談
を
ご
希
望
さ
れ
る

方
は
、
必
ず
、
電
話
で
予
約
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　
◆
日
　
時
　
　
毎
月
第
二
・
第
四
木
曜
日
午
後
一
時
～

　
◆
場
　
所
　
　
明
照
会
館
（
港
区
芝
公
園
四
－
七
－
四
）

　
◆
予
　
約
　
　
全
日
本
仏
教
会
事
務
局
（
〇
三
－
三
四
三
七
－
九
二
七
五
）
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ウ
ル
ス
・
ア
ッ
プ
博
士

　
今
回
は
、
臨
済
宗
妙
心
寺
派
の
宗
門
大
学
で
あ
る

花
園
大
学
を
お
訪
ね
し
た
。
仏
典
の
電
子
テ
キ
ス
ト

化
に
精
力
的
に
取
り
組
ん
で
い
る
、
国
際
禅
学
研
究

所
の
ウ
ル
ス
・
ア
ッ
プ
博
士
に
お
話
を
う
か
が
っ
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
文
責
　
社
会
部
）

　
　
　
　
　
※
　
　
　
　
※
　
　
　
　
※

　
…
花
園
大
学
国
際
禅
学
研
究
所
と
は
ど
の
よ
う
な

組
織
で
す
か
。

　
民
族
や
文
明
の
違
い
を
越
え
て
、
臨
済
禅
や
禅
仏

教
の
あ
り
方
を
考
え
、
人
類
文
化
の
現
在
と
未
来
を

幅
広
く
探
求
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。
開

所
以
来
、
文
献
資
料
の
整
備
、
内
外
の
研
究
機
関
と

の
情
報
交
換
を
行
い
、
禅
学
の
基
礎
づ
く
り
と
研
究

者
へ
の
支
援
、
国
際
化
に
力
を
尽
く
し
て
い
ま
す
。

近
年
は
、
「
禅
知
識
ベ
ー
ス
」
を
は
じ
め
と
す
る
、

電
子
ツ
ー
ル
の
作
成
に
も
力
を
注
い
で
い
ま
す
。

　
…
「
禅
知
識
ベ
ー
ス
」
と
は
。

　
仏
教
の
基
礎
的
な
資
料
や
、
専
門
的
な
禅
関
係
の

資
料
を
電
子
化
す
る
も
の
で
す
。
最
初
は
禅
仏
教
関

係
の
カ
ナ
漢
字
変
換
の
辞
書
な
ど
を
作
り
ま
し
た
が
、

今
は
『
望
月
仏
教
大
辞
典
』
を
ベ
ー
ス
に
し
た
人
名

を
含
む
、
仏
教
用
語
全
体
の
カ
ナ
漢
字
変
換
の
辞
書

な
ど
を
作
る
準
備
を
し
て
い
ま
す
。

　
仏
教
の
テ
キ
ス
ト
は
漢
字
や
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
、

チ
ベ
ッ
ト
語
な
ど
、
様
々
な
言
語
で
作
ら
れ
て
い
ま

す
。
そ
れ
ら
を
電
子
テ
キ
ス
ト
化
す
る
際
の
問
題
と

し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
国
に
よ
っ
て
外
字
の
登
録
方
法

な
ど
が
異
な
り
読
み
出
せ
な
い
と
い
う
問
題
が
生
じ

て
い
ま
す
。
し
か
し
、
「
H
T
M
」
」
と
い
う
コ
ン

ピ
ュ
ー
タ
ー
の
言
語
を
標
準
に
し
て
、
外
字
を
規
則

正
し
く
コ
ー
ド
に
置
き
換
え
て
行
け
ば
、
機
種
や
国

に
よ
る
壁
を
越
え
て
自
由
に
仏
典
を
電
子
テ
キ
ス
ト

と
し
て
利
用
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
現
在
、
研
究

所
で
は
こ
の
基
礎
作
業
を
進
め
て
い
ま
す
。

　
…
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
取
り
組
ん
だ
き
っ
か
け
は
。

　
研
究
所
で
は
『
禅
ペ
ー
ス
C
D
1
』
と
い
う
漢
文

資
料
の
C
D
I
R
O
M
を
作
成
し
頒
布
し
て
い
ま
す
。

こ
の
内
容
説
明
を
、
上
記
の
「
H
T
M
」
」
言
語
で

作
成
し
ま
し
た
。
ま
た
こ
の
言
語
は
、
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
で
現
在
標
準
と
し
て
使
わ
れ
て
お
り
、
C
D
i

R
O
M
の
発
行
と
同
時
に
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
を
開
設
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　
…
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
利
用
の
長
所
と
は
。

　
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
に
資
料
を
置
け
ば
、
誰
も
が

簡
単
に
検
索
し
コ
ピ
ー
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
ま

た
、
研
究
資
料
の
改
訂
も
、
出
版
物
に
比
べ
て
簡
単

に
安
価
に
行
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。
つ
ま
り
イ
ン
タ

ー
ネ
ッ
ト
で
は
、
比
較
的
少
額
で
出
版
業
務
が
お
こ

な
え
る
の
で
す
。
こ
の
点
で
、
小
さ
な
施
設
や
団
体

の
出
版
の
場
と
し
て
非
常
に
有
効
だ
と
思
い
ま
す
。

　
ま
た
、
諸
外
国
で
は
日
本
の
本
が
買
え
る
書
店
は

少
な
く
、
あ
っ
て
も
高
価
な
こ
と
が
多
い
の
で
す
が
、

内
外
の
研
究
者
へ
質
の
高
い
テ
キ
ス
ト
を
、
無
償
で

提
供
で
き
る
点
も
有
効
な
特
色
と
い
え
ま
す
。
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…
ど
の
よ
う
に
運
営
し
て
お
ら
れ
ま
す
か
。

　
私
（
ウ
ル
ス
・
ア
ッ
プ
）
と
研
究
員
の
ミ
ッ
シ
ェ

ル
・
モ
ー
ル
の
二
名
が
担
当
し
て
い
ま
す
。
一
般
の

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
接
続
業
者
の
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
を

利
用
し
て
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
開
設
し
て
い
ま
す
。

　
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
開
設
し
た
時
期
が
早
か
っ
た
た

め
、
ア
ド
レ
ス
（
住
所
。
タ
イ
ト
ル
参
照
）
が
複
雑

な
も
の
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
一
度
ア
ド
レ
ス

を
決
め
て
広
報
を
行
う
と
、
あ
と
で
変
更
す
る
こ
と

は
難
し
く
な
り
ま
す
。
最
初
の
段
階
で
経
営
の
し
っ

か
り
し
た
接
続
業
者
業
者
と
契
約
し
、
簡
素
な
ア
ド

レ
ス
を
取
得
す
る
こ
と
が
大
切
だ
と
思
い
ま
す
。

　
…
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
構
成
は
。

　
ニ
ュ
ー
ス
的
な
も
の
や
画
像
や
動
画
な
ど
人
の
目

を
引
く
よ
う
な
も
の
は
あ
ま
り
あ
り
ま
せ
ん
。
文
献

を
電
子
テ
キ
ス
ト
化
し
、
そ
の
可
能
性
を
探
求
す
る

こ
と
に
主
眼
を
お
い
て
い
ま
す
。
時
代
を
超
え
て
普

遍
性
を
持
つ
よ
う
な
、
研
究
資
料
を
豊
富
に
掲
載
し

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
現
在
の
内
容
は
、

①
研
究
所
に
関
す
る
ニ
ュ
ー
ス
②
研
究
所
の
案
内
と

出
版
情
報
③
禅
師
の
名
前
リ
ス
ト
と
世
界
の
禅
セ
ン

タ
ー
の
住
所
録
④
電
子
仏
典
の
入
力
計
画
⑤
禅
師
及

び
無
関
係
の
出
版
情
報
⑥
電
子
テ
キ
ス
ト
お
よ
び
東

ア
ジ
ア
諸
言
語
の
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
処
理
を
め
ぐ
る

問
題
⑦
禅
美
術
お
よ
び
禅
物
語
な
ど
で
す
。
タ
イ
ト

ル
の
『
電
子
達
磨
』
は
、
以
前
よ
り
発
行
し
て
き
た

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　0▼ervie冒in堕h

　　　　　　　　　　　　　インターネットで最大規模の東洋仏典資料を収録
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国際禅学研究所ホームベージの一部

研
究
所
の
機
関
誌
の
タ
イ
ト
ル
を
使
い
ま
し
た
。

　
…
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
問
題
点
と
は
。

　
ま
ず
「
質
」
に
関
す
る
問
題
が
あ
り
ま
す
。
例
え

ば
論
文
な
ど
も
、
し
っ
か
り
と
し
た
見
識
の
あ
る
学

者
が
書
い
た
も
の
も
、
学
生
が
初
め
て
書
い
た
も
の

も
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で
検
索
す
る
と
両
者
が
区

別
な
く
出
て
き
て
し
ま
い
ま
す
。
こ
れ
が
出
版
物
で

あ
れ
ば
、
出
版
社
や
書
店
で
の
置
き
場
所
で
あ
る
程

度
判
断
で
き
る
の
で
す
が
。
ま
た
、
現
在
、
イ
ン
タ

ー
ネ
ッ
ト
で
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
連
携
先
が
な
く
な

っ
て
も
、
連
携
元
に
は
そ
の
情
報
が
い
つ
ま
で
も
残

っ
て
し
ま
い
ま
す
。

　
…
今
後
の
課
題
と
展
望
を
教
え
て
下
さ
い
。

　
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
仏
教
研
究
に
役
立
て
る
場
合
、

質
の
良
い
情
報
を
検
索
す
る
こ
と
の
で
き
る
索
引
が

重
要
に
な
る
で
し
ょ
う
。
そ
こ
に
は
や
は
り
、
人
間

の
目
が
介
在
し
て
き
ま
す
。
ま
た
現
在
、
電
子
テ
キ

ス
ト
を
「
仏
陀
」
と
い
う
キ
ー
ワ
ー
ド
で
検
索
し
た

場
合
、
「
ゴ
ー
タ
マ
」
と
い
う
キ
ー
ワ
ー
ド
を
含
む

項
目
は
落
ち
て
し
ま
い
ま
す
。
内
容
か
ら
も
検
索
す

る
こ
と
の
で
き
る
索
引
を
作
成
す
る
こ
と
が
今
後
の

課
題
で
す
。
活
版
印
刷
が
で
き
た
時
は
、
手
書
き
の

模
倣
に
す
ぎ
ま
せ
ん
で
し
た
。
今
、
電
子
テ
キ
ス
ト

は
タ
イ
プ
ラ
イ
タ
ー
の
真
似
を
し
て
い
る
段
階
で
す

が
、
今
後
様
々
な
利
点
が
見
え
て
く
る
筈
で
す
。
ま

た
、
イ
ン
タ
：
ネ
ッ
ト
を
使
っ
た
こ
う
し
た
資
料
の

提
供
に
も
大
き
な
可
能
性
が
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。
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仏全

イ
ン

ホタ
ll
ムネ
ペツ
1ト．
ジ
開 き

設 葱・

　
本
会
で
は
、
平
成
九
年
度
よ
り
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
上
に
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
開
設
す
る
予
定
で
準
備
を

進
め
て
い
ま
す
。
内
容
は
、
本
会
の
歩
み
、
加
盟
団

体
一
覧
、
現
在
の
組
織
と
活
動
な
ど
を
考
え
て
い
ま

す
。　
今
後
詳
細
が
決
ま
り
次
第
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

一＝
i（v
ｱ
《
局
量
録
事
多
ミ

　
　
⊥
二
月
1

　
　
三
日

　
　
五
日

　
　
＋
日

＋
二
日

±
二
日

二
＋
四
日

1997年4月1日

二
＋
七
日

記
念
事
業
運
営
委
員
会

局
内
会
議

日
宗
連
語
教
調
査
特
別
委
員
会

護
国
寺
前
貫
首
本
葬
義
参
列

法
律
相
談
室

局
内
会
議

日
宗
連
理
事
会

法
律
相
談
室

　
安
楽
死
、
脳
死
、
臓
器
移
植
、
信
仰
に
基
づ
く

医
療
拒
否
な
ど
の
問
題
に
つ
い
て
、
仏
教
者
の
立

場
か
ら
取
り
組
み
研
究
を
進
め
て
い
る
団
体
に
、

「
臨
床
的
仏
教
学
研
究
会
」
（
代
表
、
佐
藤
雅
彦

師
、
浄
土
宗

僧
侶
）
が
あ

る
。

佐
藤
師
は

大
正
大
学
綜

合
仏
教
研
究

所
の
研
究
員

で
も
あ
り
、

で
あ
る
、

使
わ
れ
た
、
生
命
倫
理
学
の
教
材
ビ
デ
オ
に
感
銘

を
受
け
、
帰
国
後
有
志
と
共
に
翻
訳
を
行
っ
て
来

た
。
そ
し
て
、
今
般
「
終
わ
り
の
な
い
裏
編
の
物

語
」
と
し
て
完
成
し
頒
布
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

馨来米来馨
来来来来糸

糞犠

　
糸
来
来
来
来
糸
来
素
養
業
繋
馨
云
云

　
　
来
米
来
馨
馨
来
米
来
室
堂
堂
歯
糸

　
　
白
糸
暗
証
歯
来
糸
萎
萎
常
常
堂
堂

　
来
来
来
園
馨
犬
歯
歯
来
糸
⑱
馨
歯
馨

歯
牽
来
来
馨
来
馨
来
来
来
糸
来
歯
馨
糸

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
馨
歯

来
来
来
来
来
馨
米
来
帝
馨
馨
糸
馨
来
来
歯
来
密
馨
来
来
愚
考
来
馨
馨

　
　
　
　
　
生
命
倫
理
学
の
先
進
的
な
研
究
機
関

　
　
　
　
米
国
ジ
ョ
ー
ジ
タ
ウ
ン
大
学
ケ
ネ
デ
ィ

倫
理
学
研
究
所
で
、
客
員
研
究
員
と
し
て
二
年
間

の
研
究
生
活
を
過
ご
し
た
。
そ
こ
で
講
義
の
際
に

　
ビ
デ
オ
は

日
本
語
と
英

語
の
両
方
で

視
聴
で
き
、

物
語
の
進
行

と
と
も
こ
、

生
命
倫
理
の

問
題
を
実
際
の
臨
床
例
に
即
し
て
学
ぶ
こ
と
が
で

き
る
。

　
問
い
合
わ
せ
ば
、
丸
善
出
版
事
業
部
、
電
話
〇

三
－
五
六
入
四
－
五
六
七
一
ま
で
。

仏
旗
・
バ
ッ
チ

　　

ﾐ
布
御
案
内

大
仏
旗
　
た
て
一
四
〇
㎝
×
よ
こ
一
＝
○
㎝

　
　
　
　
　
　
　
　
三
一
一
、
O
O
O
円

見
仏
旗
　
た
て
九
〇
㎝
×
よ
こ
＝
二
五
㎝

　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
八
、
O
O
O
円

小
仏
旗
　
た
て
七
〇
㎝
×
よ
こ
一
〇
〇
㎝

　
　
　
　
　
　
　
　
　
九
、
三
〇
〇
円

手
旗
た
て
三
五
㎝
×
よ
こ
五
〇
㎝

　
　
　
　
　
　
　
　
　
八
、
O
O
O
円

法
輪
旗
　
た
て
九
〇
㎝
x
よ
こ
一
三
五
㎝

　
　
　
　
　
　
　
　
　
七
、
四
〇
〇
円

仏
旗
バ
ッ
チ
　
ニ
㎝
×
四
・
五
㎝

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
〇
〇
円

法
輪
バ
ッ
チ
直
径
一
㎝

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
、
O
O
O
円

お
申
し
込
み

　
全
日
本
仏
教
会
財
務
部

F電
A話X

OO
ll
四四

七七ll
三九

六七
〇五

一8一

一
九
九
七
年
四
月
一
日
発
行

発
行
人
　
荒
　
川
　
正
　
憲
　
　
発
行
所
　
財
団
法
人
　
　
全

日

本
　
仏
　
教
　
会

〒
一
〇
五

東
京
都
港
区
芝
公
園
四
一
七
一
四

　
　
一
　
一
　
　
一
　
　
　
一
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